
大隅地域入退院支援ルールについて

令和５年度大隅地域入退院支援ルールに係る医療・介護合同研修会

大隅地域振興局保健福祉環境部健康企画課

日時：令和６年２月20日（火）
場所：肝付町文化センター

入退院支援ルールについて
要介護状態等にある患者が円滑に入退院できるよう，医療機関と在宅担当者で患者の
必要な情報を引き継ぐ手順

日常の医療︓
・かかりつけ医，
・有床診療所
・地域の連携病院
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ケアマネジャー
・地域包括支援センター
・居宅介護支援事業所

病院︓ 急性期，回復期，慢性期
看護師・医療ソーシャルワーカー

医療と介護の連携
⇒入退院支援ルール
の策定・運用

 地域振興局等・市町村・
郡市医師会等関係機関が
連携し，ルールを策定
 運用開始後も，運用状況
調査や運用に係る協議等
を実施

管理栄養士
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入退院支援ルール策定の背景・経緯

① 75歳以上の高齢者は，①慢性疾患による受療が多い，②複数の疾
病にかかりやすい，③要介護の発生割合が高い，④認知症の発生率が
高い等の特徴があり，医療と介護の両方が必要なことが多い｡

② 医療と介護の連携は，各々の保険制度が異なること等により，多職
種間の相互理解や情報共有が十分にできていないなど，連携に課題が
あった。

なぜ入退院支援ルールが必要?

事業所の回収状況 事業所数 回答事業所数 回収率

計 115 94 81.7％

令和５年度運用状況調査の結果

ケアマネの回収状況

曽於地域 肝属地域 曽於，肝属合計

依頼数
回答数

依頼数
回答数

依頼数
回答数

回収率 回収率 回収率

計 111
90

225
189

336
279

81.1% 84.0% 83.0%

【ケアマネ調査の回収状況】

【医療機関調査の回収状況】

管内
有床医療機関数

（令和5年5月末時点）
参加医療機関数 回答数 回収率

病 院 24 23 23 100％

診療所 14 12 10 83.3％

計 38 35 33 94.2％
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H30年5月
運用後半年

H30年11月
運用後１年

R元年5月
運用後１年半

R元年11月
運用後２年

R2年7月
運用後２年半

R3年7月
運用後３年

R4年7月
運用後４年

R5年6月
運用後５年

要支援 85.9 91.9 94.0 96.4 86.0 98.5 98.1 90.6

要介護 85.8 97.6 98.9 97.0 96.4 97.8 99.0 96.5

総計 85.8 96.3 97.7 96.7 94.0 98.0 98.8 95.5
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％ 入院時の情報提供ありの推移（ケアマネ→医療機関）

情報提供漏れ件数

１２件

H30年5月
運用後半年

H30年11月
運用後１年

R元年5月
運用後１年半

R元年11月
運用後２年

R2年7月
運用後２年半

R3年7月
運用後3年

R4年7月
運用後4年

R5年6月
運用後5年

要支援 75.8 79.2 85.3 93.2 83.7 85.4 91.2 92.9

要介護 91.5 94.7 97.2 96.7 93.4 94.4 92.3 95.5

総計 88.1 91.0 93.9 96.1 91.6 92.5 92.1 94.8

0.0

20.0

40.0

60.0
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100.0

％ 退院時の情報提供ありの推移（医療機関→ケアマネ）

情報提供漏れ件数

１２件
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令和５年度【入院時】ケアマネとの連携状況

病院からケアマネへ連絡をし，情報提供を依頼したケース割合 ケアマネから病院へ情報提供があったケース割合

入院してき
た介護保険
の受給者数

120 39 38 28 27 19 17 17 14 8 7 6 6 6 6 6 5 5 5 4 4 4 4 3 2 2 2 1 0 0 0 0
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令和５年度【退院時】ケアマネとの連携状況

ケアマネと退院調整を実施したケース割合 その他

退院した
介護保険の
受給者数

92 69 49 32 29 27 25 21 18 13 13 11 10 9 6 6 6 6 5 4 4 4 3 2 2 1 1 1 0 0 0 0
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制限なし

28.1%

制限はあるが

状況に応じて

可

65.6%

完全に禁止

6.3%

院内における退院前カンファレンス

制限なし 制限はあるが

状況に応じて可

完全に禁止

新型コロナウイルス感染症５類移行後の医療機関の対応状況

制限なし

19%

制限はあるが

状況に応じて可

75%

完全に禁止

6%

ケアマネの来院に対する対応状況

制限なし 制限はあるが

状況に応じて可

完全に禁止

いづれも約94％で対応が可能な状況

ケアマネジャーと連携した
ことで患者のために
良かったと思われる事例

（1）スムーズな退院支援ができた

（2）情報共有ができて助かっている

医療機関と連携したことで
利用者のために
良かったと思われる事例

（1）入退院時の情報を共有でき，
本人・家族のニーズ等の把握
やスムーズな退院支援に
つながった

（2）退院後のサービス提供や
支援等の対応ができるように
なった

（3）医療機関の相談員等と連携
が図られた

医療機関調査結果から ケアマネ調査結果から
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医療機関との連携において
困った事例等

（1）退院日の連絡が遅れることに
よりサービス調整に苦慮した

（2）一部の医療機関における
入退院支援ルールの理解が
十分ではないためスムーズな
連携が図りづらい

（3）医療機関から利用者の情報
が十分に得られない

ケアマネジャーとの連携に
おいて困った事例等

（1）入院時の情報が来ないこと
や更新されてないことがある

介護保険制度全般において
分からないこと等

（1）介護認定に時間がかかる
ため，すぐに退院調整できない

（2）制度の内容について知りたい

ケアマネ調査結果から
医療機関調査結果から

第
八
回
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退
院
支
援
ル
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用
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況
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査

（
６
月
１
ヶ
月
間
の
調
査
）

12
／
22

医
療
・介
護
合
同
会
議

２
／
20

医
療
・介
護
合
同
研
修
会

大隅地域入退院支援ルール手引き完成までの経緯

手引き作成のための
作業部会

令和５年7月～11月

医療部会 ２回
ケアマネ部会 ３回

手引き
の決定
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